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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
　前記画素は、第１乃至第５のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第４の走査線と、第１及び第２の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第３のトランジスタの第１の電極及び、前記第４のトランジスタの第２の電極及び、
前記第２の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、第１の電極は、前記第１の電源線
と電気的に接続され、第２の電極は、前記第４のトランジスタの第１の電極及び、前記第
５のトランジスタの第１の電極と電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタのゲート電極は、前記第４の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第１の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項２】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
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　前記画素は、第１乃至第６のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第５の走査線と、第１乃至第３の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第３のトランジスタの第１の電極及び、前記第４のトランジスタの第２の電極及び、
前記第２の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、第１の電極は、前記第１の電源線
と電気的に接続され、第２の電極は、前記第４のトランジスタの第１の電極及び、前記第
５のトランジスタの第１の電極及び、前記第６のトランジスタの第１の電極と電気的に接
続され、
　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタのゲート電極は、前記第４の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第６のトランジスタのゲート電極は、前記第５の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記第３の電源線と電気的に接続され、
　前記第１の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項３】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
　前記画素は、第１乃至第５のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第４の走査線と、第１及び第２の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第４のトランジスタの第２の電極及び、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に
接続され、第１の電極は、前記第１の電源線と電気的に接続され、第２の電極は、前記第
４のトランジスタの第１の電極及び、前記第５のトランジスタの第１の電極と電気的に接
続され、
　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第１
の電極は、前記第１の保持容量の第２の電極及び、前記第２の保持容量の第１の電極と電
気的に接続され、第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタのゲート電極は、前記第４の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項４】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
　前記画素は、第１乃至第６のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第５の走査線と、第１乃至第３の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第４のトランジスタの第２の電極及び、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に
接続され、第１の電極は、前記第１の電源線と電気的に接続され、第２の電極は、前記第
４のトランジスタの第１の電極及び、前記第５のトランジスタの第１の電極及び、前記第
６のトランジスタの第１の電極と電気的に接続され、
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　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第１
の電極は、前記第１の保持容量の第２の電極及び、前記第２の保持容量の第１の電極と電
気的に接続され、第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第５のトランジスタのゲート電極は、前記第４の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第６のトランジスタのゲート電極は、前記第５の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記第３の電源線と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項において、
　前記第４のトランジスタと、前記第５のトランジスタとが、互いに異なる導電形式であ
ることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
　前記画素は、第１乃至第４のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第３の走査線と、第１及び第２の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第３のトランジスタの第１の電極及び、前記第４のトランジスタの第２の電極及び、
前記第２の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、第１の電極は、前記第１の電源線
と電気的に接続され、第２の電極は、前記第４のトランジスタの第１の電極及び、前記発
光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第１の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項７】
　発光素子が備えられた画素を有する表示装置であって、
　前記画素は、第１乃至第４のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と、信号線と、
第１乃至第３の走査線と、第１及び第２の電源線と、容量線とを有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極は、前記第２のトランジスタの第１の電極及び、
前記第４のトランジスタの第２の電極及び、前記第１の保持容量の第１の電極と電気的に
接続され、第１の電極は、前記第１の電源線と電気的に接続され、第２の電極は、前記第
４のトランジスタの第１の電極及び、前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、
　前記第２のトランジスタのゲート電極は、前記第１の走査線と電気的に接続され、第２
の電極は、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第３のトランジスタのゲート電極は、前記第２の走査線と電気的に接続され、第１
の電極は、前記第１の保持容量の第２の電極及び、前記第２の保持容量の第１の電極と電
気的に接続され、第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
　前記第４のトランジスタのゲート電極は、前記第３の走査線と電気的に接続され、
　前記第２の保持容量の第２の電極は、前記容量線と電気的に接続され、
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　前記発光素子の第２の電極は、前記第２の電源線と電気的に接続されていることを特徴
とする表示装置。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記第２のトランジスタと、前記第３のトランジスタとが、互いに異なる導電形式であ
ることを特徴とする表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項において、
　前記画素が有する複数のトランジスタのうち、少なくとも２個のトランジスタのゲート
電極が、共通の走査線に接続されることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至請求項９のいずれか一項に記載の表示装置を有する電子機器。
【請求項１１】
　発光素子が備えられた画素を有し、
　前記画素は、少なくとも、第１及び第２のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と
、信号線と、第１及び第２の電源線とを有し、
　前記第２のトランジスタの第１の電極は、前記第１のトランジスタの第２の電極及び、
前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、第２の電極は、前記第１のトランジスタ
のゲート電極及び、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第１及び第２の保持容量が並列に接続されている表示装置の駆動方法であって、
　前記第１及び第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧
と前記第１のトランジスタの閾値電圧との差に相当する第１の電圧に収束させる第１の段
階と、
　前記第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧と前記信
号線に供給される電流と同等な電流を前記第１のトランジスタに流すのに必要な前記第１
のトランジスタのゲート・ソース間電圧との差に相当する第２の電圧に収束させるため前
記第１のトランジスタに前記信号線に供給される電流を供給する第２の段階と、
　前記第１の電圧及び前記第２の電圧に基づいた第３の電圧を前記第１のトランジスタの
ゲート電極に印加し、前記第１のトランジスタを介して前記発光素子に電流を供給し、発
光する第３の段階と、を有し、
　前記第１及び第２の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極
を導通にするため前記第２のトランジスタを導通状態にし、
　前記第３の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極の電気的
接続を切断するため前記第２のトランジスタを非導通状態にすることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【請求項１２】
　発光素子が備えられた画素を有し、
　前記画素は、少なくとも、第１及び第２のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と
、信号線と、第１及び第２の電源線とを有し、
　前記第２のトランジスタの第１の電極は、前記第１のトランジスタの第２の電極及び、
前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、第２の電極は、前記第１のトランジスタ
のゲート電極及び、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第１及び第２の保持容量が直列に接続されている表示装置の駆動方法であって、
　前記第１の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧と前記第
１のトランジスタの閾値電圧との差に相当する第１の電圧に収束させる第１の段階と、
　前記第１及び第２の保持容量のそれぞれの両電極間の電圧の和を、前記第１の電源線に
印加された電圧と前記信号線に供給される電流と同等な電流を前記第１のトランジスタに
流すのに必要な前記第１のトランジスタのゲート・ソース間電圧との差に相当する第２の
電圧に収束させるため前記第１のトランジスタに前記信号線に供給される電流を供給する
第２の段階と、
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　前記第１の保持容量の両電極間に保持された第３の電圧を前記第１のトランジスタのゲ
ート電極に印加し、前記第１のトランジスタを介して前記発光素子に電流を供給し、発光
する第３の段階と、を有し、
　前記第１及び第２の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極
を導通にするため前記第２のトランジスタを導通状態にし、
　前記第３の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極の電気的
接続を切断するため前記第２のトランジスタを非導通状態にすることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【請求項１３】
　請求項１１又は請求項１２において、
　前記第１及び第２の段階と、前記第３の段階とで、前記第２の電源線に印加される電圧
が異なることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　発光素子が備えられた画素を有し、
　前記画素は、少なくとも、第１及び第２のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と
、信号線と、第１乃至第３の電源線と、容量線とを有し、
　前記第２のトランジスタの第１の電極は、前記第１のトランジスタの第２の電極及び、
前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、第２の電極は、前記第１のトランジスタ
のゲート電極及び、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第１及び第２の保持容量が並列に接続されている表示装置の駆動方法であって、
　前記第１及び第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第３の電源線に印加された電圧
と前記容量線に印加された電圧との差に相当する第１の電圧に収束させる第１の段階と、
　前記第１及び第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧
と前記第１のトランジスタの閾値電圧との差に相当する第２の電圧に収束させる第２の段
階と、
　前記第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧と前記信
号線に供給される電流と同等な電流を前記第１のトランジスタに流すのに必要な前記第１
のトランジスタのゲート・ソース間電圧との差に相当する第３の電圧に収束させるため前
記第１のトランジスタに前記信号線に供給される電流を供給する第３の段階と、
　前記第２の電圧及び前記第３の電圧に基づいた第４の電圧を前記第１のトランジスタの
ゲート電極に印加し、前記第１のトランジスタを介して前記発光素子に電流を供給し、発
光する第４の段階と、を有し、
　前記第１乃至第３の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極
を導通にするため前記第２のトランジスタを導通状態にし、
　前記第４の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極の電気的
接続を切断するため前記第２のトランジスタを非導通状態にすることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【請求項１５】
　発光素子が備えられた画素を有し、
　前記画素は、少なくとも、第１及び第２のトランジスタと、第１及び第２の保持容量と
、信号線と、第１乃至第３の電源線と、容量線とを有し、
　前記第２のトランジスタの第１の電極は、前記第１のトランジスタの第２の電極及び、
前記発光素子の第１の電極と電気的に接続され、第２の電極は、前記第１のトランジスタ
のゲート電極及び、前記信号線と電気的に接続され、
　前記第１及び第２の保持容量が直列に接続されている表示装置の駆動方法であって、
　前記第１及び第２の保持容量の両電極間の電圧を、前記第３の電源線に印加された電圧
と前記容量線に印加された電圧との差に相当する第１の電圧に収束させる第１の段階と、
　前記第１の保持容量の両電極間の電圧を、前記第１の電源線に印加された電圧と前記第
１のトランジスタの閾値電圧との差に相当する第２の電圧に収束させる第２の段階と、
　前記第１及び第２の保持容量のそれぞれの両電極間の電圧の和を、前記第１の電源線に
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印加された電圧と前記信号線に供給される電流と同等な電流を前記第１のトランジスタに
流すのに必要な前記第１のトランジスタのゲート・ソース間電圧との差に相当する第３の
電圧に収束させるため前記第１のトランジスタに前記信号線に供給される電流を供給する
第３の段階と、
　前記第１の保持容量の両電極間に保持された第４の電圧を前記第１のトランジスタのゲ
ート電極に印加し、前記第１のトランジスタを介して前記発光素子に電流を供給し、発光
する第４の段階と、を有し、
　前記第１乃至第３の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極
を導通にするため前記第２のトランジスタを導通状態にし、
　前記第４の段階において、前記第１のトランジスタのゲート電極と第２の電極の電気的
接続を切断するため前記第２のトランジスタを非導通状態にすることを特徴とする表示装
置の駆動方法。
【請求項１６】
　請求項１４又は請求項１５において、
　前記第１乃至第３の段階と、前記第４の段階とで、前記第２の電源線に印加される電圧
が異なることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　請求項１１乃至請求項１６のいずれか一項に記載の駆動方法を用いた表示装置を有する
電子機器。
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